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２ 研究課題

（１）研究主題

心の活力を高め，豊かな生き方を育む道徳教育

～主体的に考え，行動する力を養い，たくましく生き抜く生徒の育成～

（２）設定理由

本校は，全校生徒３２名のへき地小規模校である。生徒は，純朴で何事にもまじめ

に取り組む。また素直で，学年・性別に関係なく仲が良い。しかし，ほとんどの生徒

が小さい頃からの人間関係に変化がなく，自然と序列化されており，全体的に競争意

識が低い。また，少子化のため，地域の人や保護者が大切にしてくれ，生徒は与えら

れることに慣れてしまい，「誰かがやってくれるだろう」という考えから，主体的に

行動する力が乏しい生徒も多い。卒業後は，親元を離れて生活をする生徒もおり，ど

のような環境や状況下にあっても，自分の考えを表現し，自分らしさを発揮しながら

前向きに生き抜く力が必要である。

本校では，教育活動に体験的活動を数多く取り入れている。しかし，それらの活動

の中で触れている道徳的価値に，どれだけ気付き学ぶことができているかとなると十

分とはいえない。そこで，道徳の時間を充実し心の活力を高め，人と関わる中で自己

有用感を実感させながら，自分自身を高めていこうする生徒を育成したいと考え，本

主題を設定した。

３ 研究の概要及び特色

（概 要）

『ねらい』

道徳の時間を道徳教育の要として位置づけ，道徳的心情を豊かにし，道徳的実践意

欲の向上を図るとともに，人間としての生き方についての自覚を深める。

『実践のポイント』

○全教員が道徳の授業を実施し，教師の指導力向上を

図りながら生徒の道徳性を育む。

◯読み物資料を通して，生徒が資料の登場人物に託し

て自らの考えや気持ちを素直に語る中で，道徳的価値

の理解を図る。



（特 色）

◯道徳の時間の指導

本校では主に「読み物教材を通して，生徒が教材の登場人物に託して自らの考えや気持

ちを素直に語る中で，道徳的価値の理解を図る」という指導方法を中心におき，多様な指

導方法について研究を進めてきた。

道徳の授業では，２２項目すべての内容を網羅できるように１つの資料を１時間の授業

で収めるように取り組んでいる。年度初めに作成した年間計画に基づき，資料分析や授業

展開について時間を設定し，各学年で検討を行っている。また，１学期，２学期には全て

の学年で研究授業を継続して行った。研究授業の際には，指導講師を招き，県・郡の道徳

部会の先生方にも案内を出し，研究会の場で助言いただいた。

２学期後半からは，ローテーション道徳を開始した。学級数が少ないため，全学級にお

いてできるだけ多くの教員が授業を行えるように計画している。その中で，全学年や１，

２学年合同の授業も実施した。生徒もローテーション道徳に対して前向きに捉えており，

２月のアンケートでは「新鮮な感じがする。」「『どんな授業なのだろう？』と少し楽しみ

になりました。」などの意見が得られた。また，全ての教員が道徳の授業に参加し，互い

の授業を参観することで，教員の授業力向上につなげることができている。

授業の終末には振り返りとして，自分の考えを書く時間を確保している。中心発問につ

いて，懸命に考え，仲間の意見を聴いた後に，感じたことを整理する時間である。授業の

中で考えが変わった生徒もいれば，やはり納得がいかず，そのままの思いを書く生徒もい

る。生徒個々の道徳性の高まりを検証するとともに，我々自身の授業の評価とすることを

ねらいとしている。毎時間の授業での自分の気持ちについて数値で記録することで，生徒

の取り組みや興味の把握ができる。このように「振り返りシート」を使って継続して記録

を残していくことで生徒の変容が見え，授業の課題も把握できるようになった。

◯自作資料

上勝町はいろどり事業やゼロウェイスト宣言などで全国的に知られ，社会科地理的分野

の教科書でも町おこしの成功例として紹介されている。しかしながら，外部からはとても

熱く活気づいているように見えるこの町だが，上勝中学校に赴任したとき，外から見える

きらびやかな面ばかりでないことを気付かされた。生徒たちと日々生活する中で生徒たち

は，生活の不便さに対する不満や，どうせ田舎だから，というような消極的な感情をもっ

ていることに気付く。マスコミ等で取り上げられていることに対しても，自分たちのこと

として，関連してとらえている生徒は少ないように思われた。

確かに，ふるさとのよさというのは一度そこから出てみないとわからないものかもしれ

ない。しかし，上勝町には本当に熱い思いで町の存続のため奔走している人たちがいる。

この町の魅力に心から惹かれ，移住してくる人たちがいる。そんな人たちの思いが生徒に

伝わらないまま，高校進学とともに多くの生徒が町から出て行ってしまうことに寂しさを

感じていた。

そこで道徳において，地域に実在する人物を取り上げた資料を作成し，地域住民やこの

町を築いてきた先人たちの思いに触れさせることはできないかと考えた。注目したのは生

徒と年齢も近く，本校の卒業生でもあり，親子二代で町の活性化に取り組む東輝実さんの

存在である。「上勝の木や棚田はずっと昔の先輩が後世のことを思ってつくり，守ってく

れる人がいたから今ここにある。」「自分自身も町を守る一員となり，100 年後も上勝を残
したい。」という熱い言葉に私は心を打たれた。そして，資料作成の趣旨を説明すると快

く取材と協力を引き受けてくださった。

道徳の読み物資料を作成するうえで苦慮したことの一つは，文章表現と内容構成の工夫



であった。道徳教材である以上，登場人物の感情や気持ちの変化をはっきりと文字に表し

てしまってはならない。しかし，きちんと読み取ることができるような言葉や構成も工夫

しなければならない。また，重要な言葉や内容であっても授業中に生徒の発言から引き出

したいものについては，文章から取り除かなくてはならない。この部分がしっかりできて

いないと道徳の授業が単なるストーリーの読み取りになってしまう。本当に伝えたい部分

を抑え，かつ確実に読み取り，考えることができる文章やストーリーを作成することは容

易ではなかった。

次に苦慮したのは文量である。1 時間完結を基本とする道徳の授業では，範読にかけら
れる時間は長くても 10 分程度と限られている。また，文章が長く複雑になると 1 回の範
読でストーリーを理解すること自体が難しくなる。したがって，どの価値についてどのよ

うに考えさせたいのかということに主眼を置き，内容を精選し，文章は簡潔で重複を避け，

かつ分かりやすいものにする必要があった。

そして最も苦慮したのは，実在する人物の生き様を描く以上，事実に反してはならず，

過大な脚色はできないという点である。読み物資料では起承転結が必要である。そして，

苦しむ場面と新たに道徳的価値に目覚め，生き方を変える場面のメリハリが大切である。

東さん本人と何度も事実や彼女の思いを確認しながら，ストーリーを加筆していく必要が

あった。

資料の作成には大変な時間と労力が必要であり，東さんのご協力はもちろん，指導して

くださった鳴門教育大学大学の金野誠志先生，県教育委員会の笹田葉子先生の支えがあっ

てこそ完成することができた。資料作成を通して作成者である私自身も道徳的価値につい

て深く考えることができ，また，他の資料に対してもこれまでとは違った視点でみること

ができるようになったように思う。そして何より，身近な人物や地域についての学習は，

生徒の関心が高く，生徒に与えるインパクトも大きい。主人公である東さんにゲストティ

ーチャーとして実際に来校していただき，直接生徒と対話の機会を設けることができるこ

とも強みである。

今回，自作資料を完成することができたのは，「上勝」という地域のもつ豊かさや背景

によるものが大きい。しかし，また機会があれば自作資料作成に挑戦してみたいし，資料

作成にはそれだけの意義があると考えている。

◯その他

・学級掲示（道徳の学びの可視化）

毎週の道徳の授業について，資料名，内容項目，資料の概要や中心となる場面絵，生徒

の感想等を画用紙一枚にまとめて教室の背面に掲示をしている。学習の積み重ねを視覚に

訴え，ときに立ち止まって振り返ったり，生徒たちが心の成長を実感したり，日常生活や

体験活動等へのつながりを意識したりするきっかけになることを期待している。

・道徳通信

本校では，全学年で道徳通信を発行している。道徳の時間に使用した教材について，簡

潔にまとめたものを作成し，生徒の振り返りシートの内容を掲載している。作成した道徳

通信については，学級に掲示し，保護者へも配布している。道徳通信を通じて，保護者に

道徳教育について理解していただき，家庭内で教材について保護者と生徒が話をすること

で，多様な考えを知り，生徒の道徳的価値の理解を深められると考えている。

・「私たちの道徳」（文科省版）の活用

教材について保護者に知ってもらい，家庭内でも道徳について一緒に考えてほしいとい



う家庭啓発のために，家族と「私たちの道徳」を読むという活動を夏休みの課題とした。

４ 研究の成果

継続して授業を行っていく中で，生徒たちが授業の中で自分の言葉で表現しようとする

姿が見られるようになってきた。また，他の生徒の意見も聴きながら，多様な意見を取り

入れようとするなど，聴く態度にも変化が見られた。

文化祭，合唱コンクール，運動会等の行事の中で，生徒が一層主体的に取り組めるよう

になった。また，縦割りの活動の中で，先輩が後輩を励ましたり，困っている仲間を助け

たりと，それぞれの立場に気付き，行動できるようになってきている。

研究授業等，授業を参観する機会を増やすことで，教師間で道徳の指導について情報共

有が図れたり，講師先生や他校の先生方に参観していただき，指導・助言をいただいたり

したことで，教師の指導力の向上を図ることができた。

校内研修だけでなく，県外研修などに自主的に参加する雰囲気が定着し，授業力の向上

に取り組むことができた。「特別の教科 道徳」が施行されるまでの間に，今後も校内研

修を定例化し，自信をもって授業に臨むことができるようにしていきたい。

◯アンケート結果
１学期 ３学期

Y：肯定，※：どちらでもない，N：否定
Y ※ N Y ※ N

1 道徳の授業が好きである。 17 9 6 13 10 7
2 道徳の授業で自分の意見を発表できている。 17 4 11 13 4 13
3 あいさつを正しくできている。 20 6 6 19 10 1
4 正しいことばづかいができている。 18 8 6 18 9 3
5 礼儀正しく生活できている。 18 9 5 16 10 4
6 規則正しい生活習慣が身についている。 10 14 8 13 8 9
7 日々の生活の中で健康について意識している。 12 7 13 16 6 8
8 自分は大切な存在だと思う。 12 11 9 6 14 10
9 自分が好きである。 6 10 16 7 9 14

10 自分はみんなの役に立っていると思う。 6 13 13 3 15 12
11 公共のマナーを守ろうと思っている。 21 9 2 23 5 2
12 地域のために何かしたいと思っている。 15 14 3 16 12 2
13 自分の町（ふるさと）に誇りをもっている。 20 10 2 20 9 1
14 地域の自然や環境を守りたいと思っている。 22 9 1 24 6 0
15 自分の進路や将来について考えることがある。 23 8 1 16 7 7
16 将来の夢や目標がある。 16 10 6 13 6 11



◯ローテーション道徳についてのアンケート

・先生が変わることで自分の考える事も変わっていろんな考えを持つことができていいと

思う。

・先生によって文の読み方が変わったりすることがあるのでおもしろいと思います。

・一人一人教え方がちがっていて問いかけも違うのでいい体験になっています。話しに

くい先生もいるのでローテーション道徳はいいと思います。

・ローテーションはいろんな先生の授業を受けられるからいいと思います。

・いろいろな見方や考え方が生まれるのでいいと思います。

・ローテーション道徳はいつも新鮮な感じがします。いろいろな先生方の授業を受けられ

るのは楽しいし，これからも続けばいいと思います。でも，最後の道徳は担任の先生が

いいです。

・いろいろな先生の道徳が受けられて新鮮な感じがする。

・普段あまり授業を受けない人から受けられるので新鮮味があっていいと思います。

・毎回違った授業の感じなのでいいと思います。「どんな授業なのだろう？」と少し楽し

みになりました。

５ 今後の課題

生徒間で一定の関係を築くことができている場合は，互いを尊重し合う行動がとれてい

るが，集団の中では周りを意識し，まだ互いを尊重しようとする態度が十分に育っている

とはいえない面がある。

これまで道徳教材については学年等で検討を行ってきたが，特に担任教師の負担は大き

いように思われる。本校では今後，複数の教師が道徳の授業を行っていくローテーション

道徳を取り入れていきたいと考えている。それによって，担任教師の負担軽減につながる

だけでなく，１つの教材を，時間をかけて研究することで得意分野の伸長や苦手分野の克

服につながると考えている。また，互いの授業を参観することで指導力の向上につながる

メリットもある。

生徒の学習状況を正しく把握できるように，教師自身が道徳的諸価値について基本から

学び，理解を深める必要がある。

道徳の教科化にあたって，評価の方法を確立しなければならない。本校の取組のひとつ

である「振り返りシート」は評価を行う際に，重要な資料になるだろうと期待している。

しかし，これをどのように分析し評価につなげていくかは，今後検討が必要である。生徒

に書かせる数値評価は，我々が授業を振り返る上で有効であったが，項目の見直しが必要

である。評価により生徒の道徳性を伸ばし，評価活動を通して指導や授業の改善につなげ

ていくということが今後の課題である。

・ローテーション道徳を年度当初から年間計画に位置づけ，確実に実施できるように工夫

する。






